
「  もしボクが・・・・・  」 

 

 もしボクがバナナだったら、きっと、まっきいろでおおきくて 

 みがいっぱいつまってるバナナだよ。 

 

 もしボクがやまだったら、ゆきとくもがかぶっていて 

 ゴロゴロないている つよそうなかざんだよ。 

 でも、ぜったいだれもきずつけないんだ。 

  

 もしボクがトリになるんだったら、すっごいでっかいやつ。 

 つばさは大きくて、くびはながくてかっこいいやつだよ。 

 みんなが、ボクをちかくで見るのはできないんだ。 

 ボクは、とおくのほうをひとりでとんでいるりっぱな 

 トリになるんだから。 

 

 もしボクがウシだったら、むこうに立っているウシ 

 がいい。あのウシをみていると、くろいウシになって 

 みどりいろのしばふのうえに立つことが いちばんいいこと 

 だっておもうんだ。 

 

 もしボクがくもになれるなら、おおきなくろい 

 あらしぐもがいいなあ。そしたら、かみなりをそこらじゅう 

 におとすんだ。 

 でももしかしたら、もっと小さくて、かるくて、ふわふわしてる 

 くものほうがいいのかもしれないけど。 

 

 もしボクがテントウムシになったら・・・・・・ 

 よくわからないよ。あんなに小さくなるのはちょっと 

 こわいなあ。でも、とてもゆうかんで まっかに 

 かがやくテントウムシかもしれない。そしたら、 

 ボクもかんたんに空たかくとべるよ！ 

 

 もしボクがサカナだったら・・・・いや、サカナ 

 にはなりたくないね。クジラならすこしはだいじょうぶ 

 かな。でもやっぱりサカナはいやだよ。 

 



 もしボクがゾウだったら、きをつけてあるかなきゃいけないな。 

 あしが大きいからね。ゾウになるんだったら、でっかくなって 

 アフリカでじゆうにくらしたいな。 

 

 もしボクがスプーンだったら、かんぺきなかたちのスプーンだよ。 

 でも、たぶん、ふるくていろはきれいじゃないんだ。 

 スプーンになるなんて、ちょっとへんだよね。 

 でもボク、スプーンになってみたいなあ。 

 

 もしボクがほしだったら、あのちいさいやつだよ。 

 すっごいちいさいやつ。 

 あのほしだけ、キラキラしてて、ボクをみてほほえんでくれるんだ。 

 

 もしボクが木だったら・・・・・すごくうれしいなあ。 

 生まれかわったら 木になりたいくらいだよ！！ 

 

 もしボクがネコだったら、まっ白でふわふわしてるんだ。 

 みんなボクをみてちかよってくるけど、ボクはきみいがいには 

 ツンツンしてる。 

 それから、大きなおとをたてて みんなをびっくりさせるのがすきなんだ。 

 

 もしボクがライオンだったら、むこうにともだちといっしょにい 

 るあのライオンがいいな。あの、なにかかんがえごとを 

 していそうなライオン。きっときみはライオンには はなしかけ 

 たくないかもしれないから・・・・・ボクはライオンにはなりたく 

 ないな。 

 

 もしボクがちいさなおとこのこだったら、 

 それかもっととしうえのおとこのこかとししたのおとこのこか・・・・・ 

 かんがえてみたけれど、 

 ボクはボクがいちばんだ！ 

 

 

 

 

 




